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民向け公開講座のアンケートから得られた来場者の背景と来場者増加，ニーズ向上の課題．第51回
日本肝臓学会総会．2015，5，21‐22．熊本．A587，P‐223．

36 ＊小野尚文，窪津祥仁，濱岡和宏，江口尚久，大枝 敏，江口有一郎，安西慶三：肝疾患に対売る Shear
Wave Elastography の現状及び問題点．第41回日本肝臓学会西部会．2015，12，3‐4．名古屋．
A1008，O‐158．

37 ○大枝 敏，岩根紳治，江口有一郎，安西慶三：FibroScan と VTQによる肝硬度測定において皮膚
－肝表距離が与える影響．第41回日本肝臓学会西部会．2015，12，3‐4．名古屋．A1009，O‐160．

38 大塚大河，窪津祥仁，荒木紀匡，蒲池紗央里，磯田広史，中下俊哉，戸山真吾，塩山善之，江口有
一郎：根治切除困難肝細胞癌に対する炭素イオン線治療．第51回日本肝癌研究会．2015，7，23‐
24．O19‐4．

39 ＊瀬古裕也，角田圭雄，江口有一郎，兵庫秀幸，田中斉祐，森康二郎，安西慶三，茶山一彰，伊藤義
人：複数回の肝生検にて診断したNAFLD患者における耐糖能異常を含めた肝組織所見悪化に寄
与する因子の検討．第58回日本糖尿病学会年次学術集会．2015，5，21‐24．下関．抄録集 S‐480，
LD-P‐9．

40 ＊澁木太郎，大塚大河，水田敏彦：自己免疫性肝炎の再燃危険因子に関する検討－佐賀県肝疾患拠点
病院による多施設共同研究－．第41回日本肝臓学会西部会．2015，12，3‐4．名古屋．A904，WS
6‐2．

41 寺坂喜子，山口美幸，那須俊甫，髙木佑介，松田やよい，藤井 進，安西慶三：DPC病院におけ
る糖尿病医の役割．第58回日本糖尿病学会年次学術集会．2015，5，21‐24．下関．抄録集 S‐337，
Ⅱ‐P‐352．

42 ＊辻 千賀，高橋宏和，北島陽一郎，濱岡和宏，小野尚文，江口尚久，江口有一郎：γ -GTP の上昇
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は飲酒の指標となるか．第51回日本肝臓学会総会．2015，5，21‐22．熊本．A310，O‐145．
43 ＊辻 千賀，高橋宏和，小野正文，江口尚久，藤本一眞，茶山一彰，西原利治，安西慶三，江口有一

郎：飲酒は脂肪肝の『リスク』か？内臓肥満，性差からみた脂肪肝との関連性の検討．第58回日本
糖尿病学会年次学術集会．2015，5，21‐24．下関．抄録集 S‐479，LD-P‐5．

44 ＊脇山マキ，宮﨑和代，佐伯昌子，岩﨑理佳，千布 裕，山口美幸，小島基靖，井本めくみ，藤松里
美，安西慶三：当院の佐賀県糖尿病コーディネート看護師活動を振り返って～診療所スタッフ向け
糖尿病教室開催後の聞き取り調査から見えた事～．第58回日本糖尿病学会年次学術集会．2015，5，
21‐24．下関．抄録集 S‐465，Ⅲ‐P‐444．

45 山口美幸，寺坂喜子，那須俊甫，髙木佑介，松田やよい，藤井純子，藤井 進，菊池 守，竹之下
博正，上村哲司，安西慶三：当院のDPC解析から明らかとなった糖尿病足病変治療における地域
連携の必要性．第58回日本糖尿病学会年次学術集会．2015，5，21‐24．下関．抄録集 S‐200，
Ⅰ‐P‐261．

地方規模の学会
1 安西慶三：糖尿病と感染症－SGLT2阻害剤を中心に－．第53回日本糖尿病学会九州地方会．2015，
11，27‐28．福岡．P22，LS2．

2 安西慶三：糖尿病の合併症 NAFLD/NASH．第53回日本糖尿病学会九州地方会．2015，11，27‐
28．福岡．P107，SY2‐4．

3 ＊有尾啓介：ダクラタスビル，アスナプレビル併用療法後にHBV-DNA量の増加がみられたHBV同
時感染Ｃ型慢性肝炎の2例．第106回日本消化器病学会九州支部例会．2015，12，4‐5．福岡．肝
055（消）．

4 ＊林 寛子，福島美登理，江崎美保，江島英理，永渕美樹，藤井純子，島 歌織，河田望美，山口美
幸，古賀明美，藤満幸子，安西慶三：当院での糖尿病コーディネート看護師活動の成果．第53回日
本糖尿病学会九州地方会．2015，11，27‐28．福岡．P64，1I‐15．

5 ＊井上佳奈子，尾崎方子，荒武弘一朗，髙谷亜由子，西畑伸哉：全盲の緩徐進行1型糖尿病患者に対
するインスリン自己注射および自己血糖測定の導入．第53回日本糖尿病学会九州地方会．2015，11，
27‐28．福岡．P31，1B‐01．

6 ＊小島恵美，西岡恵子，坂本則子，末次勝子，谷口順子，中尾歩惟，田中規差子，本郷優衣，森 仁
恵，赤司朋之：循環型連携パスにおける治療中断抑制への取り組み 現状と課題．第53回日本糖尿
病学会九州地方会．2015，11，27‐28．福岡．P62，1I‐03．

7 小島基靖，松尾有菜，中村紗耶嘉，山﨑孝太，藤井純子，永渕美樹，河田望美，寺坂喜子，松田や
よい，山口美幸，安西慶三：妊娠後期～授乳期を Sensor Augmented Pump : SAP で管理した劇症
1型糖尿病合併妊娠の1例．第53回日本糖尿病学会九州地方会．2015，11，27‐28．福岡．P49，
1F‐14．

8 ＊窪津祥仁：NAFLD/NASHの進展と動脈硬化の関連について．第106回日本消化器病学会九州支部
例会．2015，12，4‐5．福岡．S4‐05（消）．

9 ＊窪津祥仁：NAFLDにおける線維化進展は動脈硬化に関連する．第106回日本消化器病学会九州支
部例会．2015，12，4‐5．福岡．PD2‐13．

10 松尾有菜，松田やよい，徳田悠希子，丸山暁人，中村紗耶嘉，山﨑孝太，河田望美，山口美幸，安
西慶三：妊娠中に全身エリトマトーデスを発症しステロイド糖尿病を合併した一例．第53回日本糖
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尿病学会九州地方会．2015，11，27‐28．福岡．P45，1D‐20．
11 ＊森 仁恵，本郷優衣，赤司朋之，蘆田健二，安西慶三：「問題抽出表」を活用した退院支援．第53

回日本糖尿病学会九州地方会．2015，11，27‐28．福岡．P58，1H‐08．
12 松尾有菜，松田やよい，徳田悠希子，丸山暁人，中村紗耶嘉，山﨑孝太，河田望美，山口美幸，安

西慶三：一過性中枢性尿崩症および急性妊娠脂肪肝を合併したラトケ嚢胞の一例．第15回日本内分
泌九州地方会．2015，8，29．大分．間脳・下垂体3演題41番．

13 ○永渕美樹，藤井純子，泉 夏美，岩根紳治，大枝 敏，岡田倫明，江口有一郎，安西慶三：佐賀県
内の肝炎コーディネーターと糖尿病療養指導士の連携の現状．第53回日本糖尿病学会九州地方会．
2015，11，27‐28．福岡．P64，1l‐16．

14 中村紗耶嘉，松田やよい，松尾有菜，山﨑孝太，河田望美，山口美幸，安西慶三：急性骨髄性白血
病の合併により血中カルシウムが正常化した特発性副甲状腺機能低下症の一例．第15回日本内分泌
九州地方会．2015，8，29．大分．副甲状腺・骨代謝演題25番．

15 中村紗耶嘉，松田やよい，松尾有菜，山﨑孝太，河田望美，山口美幸，安西慶三：妊娠糖尿病の既
往があり産後1ヶ月にケトアシドーシスに陥った劇症1型糖尿病の一例．第53回日本糖尿病学会九
州地方会．2015，11，27‐28．福岡．P50，1F‐22．

16 ○西岡千佳，飯田紘太郎，那須俊甫，吉村 達：Basedow病治療中に顆粒球減少症を発症し，1型
糖尿病を発症した1例．第53回日本糖尿病学会九州地方会．2015，11，27‐28．福岡．P50，1F‐20．

17 大塚大河，戸山真吾，江口有一郎：肝細胞癌に対する重粒子線治療の経験．第105回日本消化器病
学会九州支部例会．2015，6，19‐20．長崎．S1‐07．

18 ＊髙木佑介：HbA1cの季節変動に関する検討．第53回日本糖尿病学会九州地方会．2015，11，27‐28．
福岡．P52，1G‐07．

19 ＊八板信介，蒲池紗央里，窪津祥仁，荒木紀匡，磯田広史，中下俊哉，大塚大河，上田純二，江口有
一郎：経皮的ドレナージにより制御しえたwalled-off necrosis の一例．第105回日本消化器病学会
九州支部例会．2015，6，19‐20．長崎．

その他の学会
1 安西慶三：最新の糖尿病薬物治療－SGLT2阻害剤を含む－．新しい糖尿病治療戦略．2015，1，
10．佐賀．

2 安西慶三：高齢者糖尿病の治療戦略．武雄杵島地区・鹿島藤津地区医師会学術講演会，2015，2，
6．佐賀．

3 安西慶三：新規糖尿病治療薬の適応と課題．佐賀糖尿病勉強会．2015，3，4．佐賀．
4 安西慶三：肝臓がんと糖尿病 最新の知見．第2回がんと糖尿病について考える会．2015，3，13．

松江．
5 安西慶三：2型糖尿病の病態と薬物治療～メトホルミンを安全に有効に使いこなすために～．メト

ホルミンセミナー．2015，3，20．佐賀．
6 安西慶三：2型糖尿病の病態と薬物治療～メトホルミンを安全に有効に使いこなすために～．メト

ホルミンセミナー．2015，4，8．佐賀．
7 安西慶三：糖尿病医からみた肝疾患．第3回糖尿病を多面的に考える会．2015，4，11．大阪．
8 安西慶三：肝疾患合併糖尿病の治療戦略．クリニカルカンファレンス．2015，4，14．佐賀．
9 安西慶三：NASH合併糖尿病患者の治療戦略．佐賀県医師会学術講演．2015，4，15．佐賀．

―7―



10 安西慶三：肝腎における糖尿病重症化予防対策．第10回みんなで糖尿病を考える会．2015，4，20．
福岡．

11 安西慶三：SGLT2阻害剤の適正使用について～症例選択とフォローアップ～．SGLT2阻害剤適
正使用セミナー．2015，5，28．佐賀．

12 安西慶三：高齢者糖尿病患者への治療アプローチ．第4回佐賀西部地区糖尿病セミナー．2015，6，
3．佐賀．

13 安西慶三：多様化する肝疾患における糖尿病診療．Diabetes Academy 糖尿病と合併症．2015，6，
21．福岡．

14 安西慶三：佐賀県の糖尿病医療連携地域ぐるみの多職種協働を目指して．諫早医師会学術講演会．
2015，6，26．諫早．

15 安西慶三：糖尿病薬の上手な使い方．第10回嵐を呼ぶ女医会．2015，7，17．鹿児島．
16 安西慶三：多様化する肝疾患における糖尿病診療．南区内科医会学術講演会．2015，11，11．福岡．
17 安西慶三：肝疾患合併糖尿病の治療戦略．肝臓と糖尿病を考える会～新たなる生活習慣病NASH/

NAFLDについて～．2015，11，18．福岡．
18 安西慶三：最新の糖尿病薬物治療．日医生涯教育協力講座．2015．1．10．宮崎
19 安西慶三：第一期の活動と今後の展望．広げよう糖尿病地域連携の輪．2015．2．15．小城
20 安西慶三：2型糖尿病の病態と薬物治療～メトホルミンを安全に有効に使いこなすために．メトホ

ルミンセミナー in 唐津．2015．3．20．唐津
21 安西慶三：佐賀県の糖尿病医療の現状について．平成27年度佐賀県糖尿病コーディネート看護師育

成研修．2015．4．25．佐賀
22 安西慶三：慢性病者を支える医療システム．慢性看護論（専門選択必修2単位）．2015．5．19．

佐賀
23 安西慶三：オリエンテーション．平成27年度 佐賀糖尿病療養指導士 認定研修会．2015．6．7．

佐賀
24 安西慶三：職域を超えた多様な地域医療連携．T-Friends セミナー－未来型チーム医療を考える

－．2015．6．14．金沢
25 安西慶三：佐賀県の糖尿病医療の現状と課題について．平成27年度国立病院機構東佐賀病院糖尿病

研修．2015．6．18．佐賀
26 安西慶三：糖尿病の多面的治療～感染症・肝疾患を考慮した糖尿病治療～．会津糖尿病フォーラム．
2015．8．21．福島

27 安西慶三：糖尿病患者における感染症診療の考え方．大川三潴医師会講演会．2015．8．28．大川
28 安西慶三：管理栄養士・栄養士に求められる糖尿病療養指導．佐賀県栄養士会平成27年度生涯教育．
2015．9．13．佐賀

29 安西慶三：糖尿病の治療ってどうするの？．平成27年教育講座「くすりの話」．2015．10．22．佐
賀

30 安西慶三：頸動脈エコー検査など二次健診の実施と保健指導への活用．平成27年度保健指導技術研
修会．2015．10．29．佐賀

31 安西慶三：調剤薬局における糖尿病関連検査の現状と関わる職種の果たす役割．第10回九州DM
検査セミナー．2015．10．31．福岡
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32 安西慶三：薬局での血糖測定．佐賀県薬剤師会研修会．2015．11．1．佐賀
33 安西慶三：佐賀県の糖尿病医療の現状と課題 薬剤師・薬局に求められること．平成27年度 佐賀

県薬剤師会．2015．11．1．佐賀
34 安西慶三：肝疾患合併糖尿病の多面的治療～NAFLD，NASHを考慮した糖尿病治療～．適正糖尿

病治療研究会．2015．11．5．神戸
35 安西慶三：佐賀県における多職種協働による糖尿病対策．新潟県糖尿病対策推進会議．2015．11．

25．新潟
36 安西慶三：多職種協働による糖尿病重症化予防．第2回 糖尿病チーム医療フォーラム．2015．12．

17．沖縄
37 荒木紀匡：特定機能病院における難治性腹水の治療．肝硬変ケアカンファレンス．2015，3，9．

佐賀．
38 五反田香：肝硬変患者におけるHbA1c，GA（グリコアルブミン）の有用性の検討．糖尿病学術講

演会．2015，11，6．佐賀．
39 ＊井上佳奈子：地域で支える糖尿病診療．嬉野町医師会講演会．2015，5，13．嬉野．
40 磯田広史：肝疾患合併糖尿病の治療戦略．第4回上越肝疾患糖代謝研究会．2015，7，3．佐賀．
41 磯田広史：糖尿病と肝疾患．第90回佐賀大学医学部附属病院糖尿病療養指導公開講座．2015，10，

1．佐賀．
42 ○岩根紳治：C型肝炎の最新治療．多久市肝がん撲滅プロジェクト．2015，1，28．佐賀．
43 ＊北島陽一郎：非代償性肝硬変へのBCAA投与におけるアルブミン改善とサルコペニア．新たな肝

疾患患者の栄養を考える～BCAAとサルコペニアの関係～．2015，9，17．佐賀．
44 古賀風太，大塚大河，五反田香，荒木紀匡，村山賢一郎，磯田広史，江口有一郎，尾崎岩太：Ｃ型

肝炎関連肝細胞癌治療における抗ウイルス療法によるウイルス学的著効の意義．第110回佐賀肝臓
懇話会．2015，8，28．佐賀．

45 小島基靖：私と1型糖尿病．佐賀 type1DMサロン．2015，3，15．佐賀．
46 松田やよい：日常診療に潜む内分泌疾患．第35回総合診療ケースカンファレンス．2015，5，20．

佐賀．
47 松田やよい：特定の原因による糖尿病について．第2回佐賀糖尿病療養指導士認定研修会．2015，

6，28．佐賀．
48 ＊髙木佑介：2型糖尿病の病態と薬物治療～メトホルミンを安全に有効に使いこなすために～．神埼

薬薬連携研修会．2015，4，21．佐賀．
49 ＊竹之下博正：糖尿病重症化予防への取り組み～唐津地域の取り組みをふまえて～．生活習慣病と地

域連携を考える会．2015，6，24．佐賀．
50 ＊竹之下博正：DPP‐4阻害薬の大規模臨床試験～TECOS試験を中心に～．佐賀県医師会学術講演

会．2015，12，11．佐賀．
51 山口美幸：症例検討～コントロール不良例の治療提案～．「メディカル・コンシェルジュ」社内レ

クチャー．2015，5，25．佐賀．
52 山口美幸：高齢者糖尿病治療のポイント．第18回天山カンファレンス．2015，6，16．佐賀．
53 山﨑孝太：フォシーガ半年以上の使用経験～生化学マーカーの推移～．佐賀糖尿病治療フォーラム．
2015，6，15．佐賀．
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54 山﨑孝太：SGLT2阻害薬 ヘマトクリット値 肝機能への影響．佐賀県内科医会 学術講演会．
2015，11，13．佐賀．

55 山﨑孝太：薬剤の使用経験とリスクについて．エンパグリフロジン パネルディスカッション．
2015，12，2．佐賀．

56 山﨑孝太：DPP‐4阻害薬を中心に在宅復帰を考える．第71回佐賀糖尿病内分泌懇話会．2015，12，
18．佐賀．
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